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It’s been 7 months since 3.11. 
Why not consider preparations
for earthquakes once more?
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　第9回
　田中久重（からくり儀右衛門）
 　（1799年～1881）
　1種ロ12号30.31側10番

人形が矢を手にし、放つだけでなく、
4本の矢のうち1本は的をはずす遊び
心や人形の表情にも変化を加え、高度
な技術を開発した「弓曳き童子」は、
からくり人形で有名な田中久重氏の
代表的作品です。
1799年、福岡県久留米市のべっこ

う細工師・田中氏の長男として生まれ
た久重は、幼い頃から発明によって人
を喜ばせることが好きな少年でした。
幕末の暗澹とした時代に、庶民の娯楽
として人気であったからくり人形に魅
せられてから、久重は、皆を喜ばせる発明に夢中になりました。
1837年、大塩平八郎の乱が勃発して焼け野原になった頃に作ら

れた「いつまでも消えない灯り」として人気の「無尽灯」は、空気の圧
力を利用し、菜種油が管をつたって灯心に昇る原理ですが、これは
商売や生活の向上に繋がりました。 

そして、ロンドンで初の万国博覧会が開
催された1851年、からくり時計の最高傑作
「万年時計」（正式名称:万年自鳴鐘）が完
成しました。万年時計は、洋式時計と、昼夜
をそれぞれ六等分する当時の「不定時法」
の時計が同時に時を刻みます。さらに十干
十二支や七曜、二十四節気、月の満ち欠け
の表示機能は、いくつもの歯車を通して動
かす構造になっています。歯車やゼンマイ
は、工作機械を使わず、すべて手作りです。 

久重が創造力をはたらかせ、複数の機能や技術を一つに融合させる
べく探求した努力が見てとれました。
機構の精巧さもさることながら、優美さと気品を漂わす伝統工芸
品としても高い精度を誇っており、2006年には国の重要文化財に
指定されました。この万年時計により、田中久重の名前は世界に広く
知られました。
明治維新後、近代化を進める明治政府は、通信事業について優れ

た技術者が必要となり、田中久重は東京
に呼ばれ、赤煉瓦の洋館が建つ新しい
街、銀座に工場と店舗を構えました。これ
が、（株）東芝の創業です。この時久重は
76歳でしたが、技術者として精密加工と
電信技術を高めただけでなく、新しい日
本の技術のために奔走しました。
「万般の機械　考案の依頼に応ず」東
芝の創業以来の経営指針になりました。

ニセの警察官や銀行協会を騙ってキャッシュカードを騙し取るオレオレ詐
欺では、被害者の方のほぼ全員がハローページに名前を載せていました。
必要がなければ、ハローページに名前が載らないよう手続きをして、犯

人から電話が架かってこないようにしましょう。

重　要
ハローページから名前を削除するには？
タウンページセンター　0120-506-309
または　116で手続きできます。

※ハローページから名前を削除しても、104の電話番号案内で番号を案
内することもできます。詳しくはNTTのオペレーターにお尋ねください。

●お問い合わせ／赤坂警察署　電話：03-3475-0110

赤坂・青山にある大使館・観光局［アルメニア共和国編］

Republic of
　　Armenia

アルメニア共和国

外務省HPから引用

●面積　約2万9,800km2
　　　　（日本の約13分の１）
●人口　約320万人
●首都　エレバン
●言語　公用語はアルメニア語
●宗教　アルメニア正教

駐日アルメニア共和国大使館
〒107-0052 東京都港区赤坂1-11-36
レジデンス バイカウンテス230
http://japan.mfa.am/en/

駐日アルメニア共和国大使館
がここ赤坂にできたのは2010年
の秋です。現在のアルメニア共和
国は1991年9月21日に旧ソ連か
ら独立。この9月21日にはホテル
オークラで建国20周年のイベント
を行いました。在日20年以上になる大使館特別顧問の
グラント・ポゴシャンさんにお話しを聞きました。

アルメニアの歴史と
キリスト教
アルメニアは世界で最も古い

文化を持つ国の一つで、紀元前
9世紀の最初の統一王国は旧約
聖書にアララト王国として登場し
ています。301年には世界で最
初に公式にキリスト教を国教とし

ており、教会はアルメニア独自の教会組織を持っています。

アプリコット（杏）
「アルメニアの果物」
起伏に富んだ山岳地帯の多い

内陸国であるアルメニアには、日本
と同じように四季があり、季節毎
の野菜や果物を楽しむことができ
ます。その中でもアプリコット（杏）
はラテン語で「アルメニアの果物」という意味をもつ国を代表
する果物です。お酒やジュースが作られる他、杏の木から作ら
れるドゥドゥクという木管楽器は紀元前に生まれています。

アルメニアのお酒
酒蔵にはとても古い歴史があります。19世紀頃から作られ

ていたと言われるコニャックはアルメニア・ブランデーと呼ば
れており、元英国首相チャーチルは年間約400本購入してい
たという話もあるほどの味わいです。
また、ワインは紀元前8世紀頃から作られていました。アル

メニア南部の洞窟で、世界最古の（6100年前）ワイナリーが
見つかったと、今年の初めに
オンラインのナショナルジオ
グラフィックが報じました。
はるか遠い昔に想いをはせ

ながら味わってみたい。そうい
う気持ちにさせるアルメニア
のお酒です。

　　　赤坂警察署からのお知らせ

赤坂消防署からのお知らせ

アルメニア
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赤坂 赤坂一ツ木町会…みんなに愛されるまちづくり

青山
北青山一丁目町会は、国道246号線（青山通

り）の北側、外苑東通りといちょう並木の間に位
置しています。
古くは、路面電車の走る青山通り沿いに多く

の商店が軒を連ねたこの地域ですが、平成のバ
ブル期以降、事業所の進出を理由に周辺環境は
著しく変化し、相次ぐ住民の転出により町会員も
30世帯ほどにまで減少しました。町会の活動も
以前に比べると寂しいものになりつつありますが、毎年2月の初午(はつう
ま)には、町内の弥助稲荷に町会員が集い、一年の安全を祈念しています。
地域を取り巻く環境が刻々と変化してゆく中で、伝統ある行事を通じ

て、人と人とのつながりを守り続けている町会です。

一ツ木通りから西に入る筋は、寺社があ
り、特に円通寺坂へぬける道は多くの寺が
建ち並ぶ寺町でした。日没とともにひっそり
とした静かな町は、昭和30年代、TBS本社
の移転によって、芸能人や映画スターが町
を歩く華やかで賑やかな町となりました。
町会は、子どもからお年寄りまでみんなが加入できる団体だからこそ

人と人のつながりを大切にし、お互い助け合える町会でありたいと思い
ながら活動しています。町会単独で実施していた浄土寺の盆踊りは、今で
は周りの町会も協力していただき、沢山の人が訪れるようになりました。
「一ツ木」の地名は、「人継ぎ村」が由来しているという説があります
が、みんなに愛されるまちづくりをめざす赤坂一ツ木町会は、「人と人を
つなぐ」あたたかい町会です。

北青山一丁目町会
　　…人と人のつながりを創出する活動

お祭りの様子

町会活動は、住民や事業者をはじめ、地域に関わる人々が顔を合わせ
る機会として、また、地域の防犯・防災・環境美化等を考えるうえで非常に
重要です。
現在、北青山一丁目町会では、町会員数は少ないものの、単位町会で

の活動に加えて、複数の町会・自治会と連携した夜間パトロールの実施や
防災訓練の開催にも取り組んでいます。
今後も、町会の枠に捉われず、地域に関わる人々が互いを知り、顔の見

える関係を築くとともに、誰もが安心して暮らせる青山地域の実現に向
けて、積極的な活動を展開していきたいと思います。

北青山一丁目町会　森脇 健三 会長代行　談

赤坂一ツ木町会は、一ツ木通りに面した商店と円通寺通り（通称すず
ふり通り）の住宅街によって大まかには構成されています。
町会での一番の行事はなんと言っても隔年にて行われる、氷川神社

例大祭の連合渡御への参加です。一ヶ月前より祭礼委員会を発足し、20
～30名余にて準備にあたります。例年連合渡御当日には400名余の参
加者があり、町会員始め企業会員の方々、元町会員だった方、実家への
里帰りの方など老若男女懐かしい、楽しい出会いの場となっており、町
会が一つの大きな和となる一日です。
今後とも町会員皆さんが一人でも多くの方と顔見知りになり、日ごろ

から声を掛け合えるような町会を目指したいと思います。
赤坂一ツ木町会　出野 泰正 会長　談

グラントさん

エチミアジン大聖堂
（世界遺産）

弥助稲荷

消防法令違反の建物の情報が
ホームページで確認できます

建物の安全に関する情報が
地図でも検索できるようになりました

東京消防庁では、本年4月1日から建物や店舗を立入検査した結果、公
表対象に該当した場合に、東京消防庁のホームページや消防署等の窓口
で公表することとなりました。これは、平成21年11月に発生した高円寺南
雑居ビル火災の状況やその後に行った緊急一斉立入検査の結果、多くの
雑居ビルで消防法令違反が繰り返され、防火意識が希薄であることが明
らかになったことを踏まえ、都民のみなさまが建物を安心してご利用いた
だくため、また、地域コミュニティーと連携して地域全体の安全意識を高め
るために創設されたものです。
公表内容は、パソコンや携帯
電話で消防法令違反の建物名
称及び違反の内容などの情報を
確認することができるほか、地図
上で建物の安全に関する情報を
確認でき、建物を安心して利用
する時の目安となります。

　●パソコン用
　　http://www2.wagamachi-guide.com/tfd-bouka/
　●携帯用
　　http://wagmap.jp/tfd-bouka/

再生紙を使用しています

「MYタウン赤坂青山」は、地域の人が自ら企画・取材し、編集する地域情報誌です
赤坂青山の身近で魅力ある情報の発信を目指します

この情報誌についてのご意見等ございましたら、ご一報ください。
赤坂地区総合支所協働推進課

電話 : 03-5413-7013　 FAX : 03-5413-2019 久留米市 市民文化部 文化財保護課　提供

  　　未来に向け共存できるまち  赤坂・青山　
  　　  　～コミュニケーションを育むまち～　　
「地域事業」とは…
地域の課題を地域で解決し、地域の魅力をより高めるため、赤坂地区総
合支所が、地区版基本計画を策定する上で、区民参画組織からの提言を
踏まえ創出した６事業です。政策の方向に沿って、３つの分野（「かがやくま
ち」「にぎわうまち」「はぐくむまち」）に分類しています。今回は『かがやく
まち』『にぎわうまち』の中から1つずつ紹介します。

●かがやくまち（街づくり・環境）

地球温暖化防止に向けた取組みの推進
減らそうＣＯ2 ～赤坂・青山～

赤坂地区総合支所では、CO2削減及び
地球環境保護への意識啓発を実施してい
ます。
本年度は国産間伐材を使用した手桶と
柄
ひしゃく
杓を30組製作し、江戸文化の知恵『打

ち水』用として赤坂・青山地区で活動す
る団体や企業に貸出をしています。また、
CO2削減をテーマとした講談を開催し、参
加者には啓発品のエコバック、電球型蛍
光灯を配布しています。

【平成23年度実施内容】 
●８月４日「2011 打ち水作戦in北青山」
　北青山三丁目住宅自治会、老人クラ
ブ、青山児童館の児童、青山保育園の
園児が参加し、打ち水を実施。

●にぎわうまち（コミュニティ・産業）

地域活動に関する情報基盤の整備
講談を活用した地域情報の発信

地域の皆さんへの新たな情報の発信ツールとして赤坂地区総合支所
では『講談』を活用しています。講談師神田織音さんを、赤坂・青山地区の
イベントに無料で派遣し、『講談』を通じて、地域の方に必要なお役立ち
情報をわかりやすくお届けします。

講談内容
　①地域防災と地域の底力
　②減らそうCO2
　③救急医療情報キットと
　　住民基本台帳カード
　④防犯に対する意識啓発
　⑤赤坂のまちの歴史や遷り変わり
　⑥青山のまちの歴史や遷り変わり
　※ご希望により古典講談とあわせて実施も可能

【平成23年度実施内容】 
●９月８日　長寿を祝う集い　｢地域防災について｣ほか
　　　　　地域に派遣　４件
　今後も町会・自治会・商店会のイベントや会合、学校や地域の団体な
ど、依頼を希望する団体を募集しています。お気軽にご相談ください。

赤坂地区総合支所が独自に取り組む
地域事業について紹介します

屋上緑化
設置費用の１/２または1m2あたり
2万５０００円のいずれか少ない額
（上限５００万円）

第3回
●お問い合わせ／協働推進課 協働推進係　電話：03-5413-7272

町会・自治会に加入しましょう！

赤坂・青山の町会・自治会のことを
　     地域で活躍しているひとにききました

地域の人が
つくる

講談の様子

●お問い合わせ／赤坂地区総合支所まちづくり推進担当
　　　　　　　　電話：03-5413-7038●お問い合わせ／赤坂消防署　電話：03-3478-0119

杏の蒸留酒

アルメニア・ブランデー

●お問い合わせ／赤坂地区総合支所協働推進課地区政策担当
　　　　　　　  電話：03-5413-7013
次号は「かがやくまち」の企業等と連携した防災行動計画の作成を紹介（予定）
します。

からくり人形「弓曳き童子」
（久留米市 市民文化部
　　　文化財保護課提供）

万年時計（国立科学博物館） 

オレオレ詐欺の犯人が
ハローページを使って
だます相手を探している!!

救命講習で応急手当を学ぼう！
けが人や急病人にとって、その場に居合わせ

た人の応急手当はとても大切です。いざという
時に大切な命を守るため、救命講習を受講して、
応急手当の知識と技術を身につけましょう。
また、救命講習修了者には認定証が交付され
ます。認定期間は3年ですので、救命技能認定
証の交付年月日を確認して、期間内に再講習を
受講しましょう。

エコバッグ

打ち水

  共育月間をたのしもう!!
１１月は、赤坂・青山地区の団体や企業が協力して、子
ども向け事業を多数開催します。地域のみんなでつくる
新しいイベント『共育月間』。
ぜひ、遊びにきてください。

①赤坂・青山共育フェスティバル
広大な檜町公園（雨天の場合はこどもの城）

で開催する、赤坂・青山の団体や企業が集まっ
た子ども向けのビッグなイベントです。
気軽に参加できて、みんなで楽しめる企画をたく

さん用意しています。
【日 時】 11月3日（木・祝） 午後1時～4時
【内 容】 子どもだがしや、ドイツ遊び、バルーン

アート、こま回しやけん玉などの伝統遊
び、絵本の読み聞かせ、スラックライン
（スポーツ綱渡り）、オリジナルカード作り、工作教室など

②各団体・企業による各種プログラム
平日土日問わず、赤坂・青山の各地で楽しい子ども向けプログラム

を多数開催します!
※くわしくは、１０月に配布するチラシや、共育情報局ホームページ（http://
www.akasaka-aoyama-tomoiku.net/）をご覧ください。

「赤坂」のマスコットキャラクターを
つくろう!!
赤坂のまちを元気にして、赤坂の魅
力を全国に発信するためのマスコット
キャラクターデザインを募集します。
決定したキャラクターは、今後チラシ

やポスター、グッズ、イベント等で活躍
し、赤坂のまちを盛り上げます。
【募集期間】 １１月１１日（金）まで
【募集内容】 ●赤坂をイメージしたデザインであること  ●子どもから
大人まで、親しみを感じるデザインであること  ●着ぐるみに活用でき
る２足歩行であること  ●自作で未発表のもの  ●誰もが愛着を持つ
愛称をつけること  ●キャラクターの性格やコンセプトを明記すること
【募集内容】 A4判の白い紙に、以下の項目を記載のうえ、折曲がらない
よう郵送でご応募ください。応募に係る送料は、応募者負担となります。
応募作品は、返却しませんのであらかじめご了承ください。
●表面 ①キャラクター図案 ②コンセプト（作品意図、性格など作品の簡

単な説明） ③愛称
●裏面 ④氏名（フリガナ） ⑤年齢 ⑥職業（学生の場合は学校名） ⑦住
　　　 所 ⑧電話番号
 ※電子データの場合は、CD-R（ipg形式又はPDF形式）で提出してください。

【　 賞　 】 最優秀賞（１点）　賞金 １０万円
　　　　　 優秀賞（２点）　　賞金  ５万円
　※受賞者が１８歳未満の場合は、相当額の図書カードとなります。
応募・問い合わせ先
〒107-8516 港区赤坂４-１８-１３　港区赤坂地区総合支所協働推進課
TEL ： 03-5413-7013　FAX ： 03-5413-2019
●くわしくは、赤坂地区の各施設で配布するチラシや、区のホームペー
ジをご覧ください。

赤坂・青山子ども中高生共育事業

第５回赤坂メディアアート展

（スポーツ綱渡り）、オリジナルカード作り、工作教室など

気軽に参加できて、みんなで楽しめる企画をたく

デザイン
大募集!!

ご存知ですか  緑化助成制度
屋上・壁面緑化/生け垣造成

●屋上緑化・壁面緑化助成
建築物に新たに設置される緑化(屋上・壁面)に対し、費用の一部を建物

の所有者に助成します(上限５００万円・壁面のみは上限４５万円)。
対象建築物

（1）敷地面積２５０m2未満の新築及び既存の建築物上の緑化を行う場合
（2）敷地面積２５０m2以上で、竣工後５年以上の既存建築物

対　象　者
港区内で新たに屋上等に緑化する建築物の所有者。屋上等緑化は５
年以上維持してください。

●生け垣造成助成
樹木を主体とした垣根（樹木の高さは１ｍ以上・長さは５ｍ以上）を道路沿

いの見やすいところに作る人に、費用の一部を助成します。（50mを限度）

壁面緑化
設置費用の１/２または
1m2あたり1万５０００
円のいずれか少ない額
（上限45万円）生け垣造成

設置費用の１/２または１m
あたり１万８０００円のいずれ
か少ない額 （上限50m）※
※既存塀取り壊しは塀の材質により1mあたりの上限額が異なります。

上記の助成制度をご希望の方は、必ず工事着手前にご相談ください

☆緑化助成で素敵な緑が誕生しました☆

苗木と液体肥料 有料配布のお知らせ
1.リーガースベゴニア（オレンジ・ピンクのどちらか）
2．液体肥料(原液)

●配布品 ：
  （１セット）

●配布日 ：
　時　間

午前１０：００～午後１：００
（150セットがなくなり次第終了）

●場　所 ：赤坂地区総合支所 正面入り口

ともいく



東日本大震災の発生➡自宅前の道路に人が溢れるのを確認➡自治会、役
所、学校の関係者と、青山小学校に避難所を立ち上げ➡地域住民
と帰宅困難者最大200人を受け入れ➡PTAとカレーラ
イス150人前を炊き出し➡地区内の情報収集を指示➡
泊り込みで避難所を運営➡翌日夕方に避難所を閉所

★

★

★

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

 山本 忠雄 さん（青山地区防災協議会 会長）
Ｑ 避難所は誰が利用したのでしょうか。
A 例えば、青山小学校ではピーク時200人を受け入れましたが、地域住
民は10人程度で、ほとんど帰宅困難者でした。

Ｑ 避難所運営で最も苦労したことは何ですか。
A 帰宅困難者の来所はマニュアルの想定外だった上、避難所での「お客
様感覚」には困惑し課題を残しました。企業によっては、社員を社屋に
留め置き、自社の備蓄で賄っただけでなく、帰宅困難者向けに避難所
を立ち上げたケースもあったと聞いています。しかし、学校などの避難
所に社員が押し寄せた事業者もあったのは事実です。

　今後、赤坂・青山地区の事業者も町会・自治会に参加するなど、地域防
災に関心を持ってもらうことが望まれます。

Ｑ 東日本大震災を踏まえた検討課題を教えてください。
A 青山地区防災協議会では、課題を以下の6つに整理しました。
①防災力の活性化、防災対策の見直し強化、実効性を備えた地域コ
ミュニティを担う若者を創生する仕組みづくりが急務
②特性を考慮したさまざまな行政との連携、円滑な共同体制の構築、
相互協力が不可欠
③訓練の参加が肝要
④帰宅困難者対応のための民間企業、施設の活用、連携
⑤災害時、要援護者名簿と今後の対応。安心・安全への対応にもつな
がるが、現在は情報不足で町会での把握が難しい
⑥緊急時、伝達方法の模索など、情報対応についても検討が必要。

3.11の東日本大震災以前、防災については「ちょっとだけ」関心を
持っている一区民だったと思います。しかし今回、本誌の特集を企画す
るにあたり、色々な角度から検証されている事例や情報を集め、機会
があるごとに話題にし、かなり学習してきました。その結果、災害はど
こも同じではなく、多様な生き方や生活ができるようになった現代の
日本では、「一人ひとりの防災意識の向上」が必要なのだと確信する
にいたりました。
大震災以降、色々なところで防災に関する情報が得られるようにな

赤坂青山地区には地域防災組織として、赤坂地区防災ネットワークと
青山地区防災協議会があります。地域防災の要を担う存在として、地区
防災マップの作成やブロックごとに避難所運営マニュアルの作成、避難
所立ち上げ訓練などを実施しています。
震災当日の様子と対応について、赤坂地区防災ネットワークの伊藤進

副会長と青山地区防災協議会の山本忠雄会長にお聞きしました。

 伊藤 進 さん（赤坂地区防災ネットワーク 副会長）
Ｑ 普段から心がけることはありますか。
A 日ごろから災害に備え、防災マップで集合場所などを確認し、家には
最低３日分の食糧や水などを準備しましょう。

Ｑ 町会・自治会が主催する避難所立ち上げや受け入れ訓練があるそうですね。
A 避難所運営マニュアルを元にした避難所の立ち上げと避難者受け
入れの訓練を行っています。今年度、すでに訓練を実施した赤坂小ブ
ロックでは、例年の3倍にあたる約150人の参加がありました。

Ｑ 避難所立ち上げ訓練の成果は？
A 当該訓練は平成21年度に引き続き、2回目になります。前回の反省を
踏まえ、多くの見直し事項が出てきました。より実効性を高めるため
にも継続した取組みが重要です。今回の訓練は東日本大震災の影響
で、皆さんの関心も高く、初めての取組みとなる避難者誘導受入れ訓
練、災害用伝言ダイヤル体験をはじめ、従来の応急救護訓練、炊き出
し訓練、初期消火訓練、学校職員ボランティアによるパネル展示等多
くの体験をしました。

Ｑ 東日本大震災発生後の避難所運営は、いかがでしたか？
A 原則として、避難所は自宅が被害を受け、生活を続けることが困難に
なってしまった人たちの一時的な生活の場と位置づけられています。
地域住民の中には余震の不安等から避難された方も若干名いらっ
しゃいましたが、ほとんどが帰宅困難者でした。「自分の身の安全は

自分たちで守る」「自分たちのまちは自分たちで守る」
という自助・共助の精神で、町会・自治会・事業所との
協力・連携づくりを構築していきたいと思います。

あれから7ヶ月。
大地震に対する備えについて
改めて考えてみませんか？
一人ひとりの防災意識の向上が大切です。

りましたが、住んでいる地域や自身の状況によって必要な情報は異なっ
ています。たとえば、住んでいる家が一戸建てとマンションの場合や、同
じマンションでも高層部と低層部の場合では気をつけることは違います。
「みんなと一緒でいい」とか「行政が何とかしてくれる」という考えではな
く、自分と自分の家族を守るためには「自助」の気持ちが大切です。
今回の特集をきっかけに、自分の居住地や家族の状況をまず確認し、

自分で情報を集め、自分なりの防災プランをたて、事前の準備をしてい
ただければと考えています。

自分の身を自分で守るための

●火災、家具の転倒、ガラスの飛散、ブロック塀の倒壊などにより、けがをする
かもしれません。
●道路や橋の破壊、建物の倒壊などにより、移動が困難になるかもしれません。
●携帯電話が通じにくくなり、家族と連絡が取れなくなるかもしれません。
●公共交通機関が止まり、外出先から家に帰れなくなるかもしれません。

大地震が起こると… （東日本大震災や阪神淡路大震災での経験より）
●電気、ガス、水道が止まってしまうかもしれません。
●銀行や郵便局のATMが使えなくなるかもしれません。
●だれも頼る人がいなくて、心細くなるかもしれません。
●スーパーやコンビニから商品がなくなるかもしれません。
●避難生活が長期化するかもしれません。

だから…

日  頃  か  ら
●食糧・飲料水の備蓄をしておきましょう
食糧・飲料水は3日分を目安に家族構成に合わせて備蓄しておきましょ
う。食糧はアルファ米やカンパン、飲料水はペットボトル入りのものがい
いでしょう。
●家具の転倒防止やガラスの飛散防止対策をしましょう
住居の耐震化に匹敵するほど重要な震災対策です。区の助成制度を利
用するなどし、必ず実施しましょう。寝室には大きな家具を置かない、重
いものを上に置かないなどの工夫も大切です。
●いざというときの連絡手段を決め、家族で共有しておきましょう
災害用伝言ダイヤルや各携帯電話会社の提供する災害時用伝言板な
ど、さまざまな手段がありますが、使い方を覚えることはもちろん、どの
手段を利用するかを事前に話し合っておく必要があります。

●避難場所を確認しておきましょう
自分が住んでいる地域の一

いっとき
時集合場所、避難所、広域避難場所を確認

しましょう。区で配布している「港区防災地図」を参照してください。
●会社や学校からの帰宅ルートを確認しておきましょう
交通機関がストップしてしまうと、外出先から自宅まで徒歩での移動を
余儀なくされる可能性があります。一度自宅までの道のりを実際に歩
いてみて、距離感やペース配分などを確認してみましょう。
●日頃から地域のコミュニティやイベントに参加しましょう
日頃からの顔見知りの関係はいざというときの大きな力になります。ま
ずはお祭りやイベントなど身近なところから積極的な参加を心がけま
しょう。

地震が起きたら…
●まず身の安全を確保しましょう
揺れを感じたらテーブルの下に隠れ頭部を守りましょう。あわてて食器
棚を押さえにいったりすると大変危険です。火の始末は揺れがおさまっ
てから。
●安全を確認できたら、「一

いっとき
時集合場所」へ

町会・自治会単位で定めている一時的な集合場所です。近隣の安否確
認や救出・救護を行います。また、避難所への集団避難を行う際の起点
となる場所でもあります。

●外出中、帰宅困難になってしまったら･･･
みんなが一斉に帰宅行動を開始すると、駅前や主要道路上は人があふ
れ、集団転倒などに巻き込まれる危険があります。また、緊急車両や輸
送車両の進行を妨げてしまうかもしれません。むやみに移動を開始せ
ず、安全な場所にとどまり、時差帰宅を心がけましょう。

地域は自分たちで守ろう赤坂・青山の地域防災組織

●一
いっとき
時集合場所･･･近所の安否確認や救出・救護を行うために一時的に

集まる場所で、町会・自治会等で定めている。
●広域避難場所･･･震災時、火災の延焼の危険から避難する場所。
●地区内残留地区･･･震災時火災の延焼が少なく、広域避難場所に避難
する必要がない地区。
●避難所･･･災害による家屋の倒壊等で被害を受けた人の一時的な生活
場所で、水・食糧・情報などを供給する。

●二次避難所･･･避難所での生活が困難で、介護などのサービスを必要
とする高齢者や障害者の一時的な生活場所。

あなたと家族の避難場所

左の点線部から切り取り、目につきやすい場所に貼っておく
と便利です。コピーして複数箇所に貼るのもOK！

保存版

□ 貴重品　小口現金・硬貨、通帳、印鑑など
□ 身分を証明する物　保険証、免許証など
□ 非常食　水、カンパン、缶詰、栄養補助食品、離乳食・粉ミルク、レトルト食品など
□ 携帯ラジオ・懐中電灯・予備電池
□ 応急医薬品・常時飲んでいる薬・お薬手帳
□ 生活用品　着替え、タオル、ウェットティッシュ、ビニール袋、軍手、雨具など
□ その他、自分と家族で特に必要なもの

□ 飲料水　水1日3リットル×人数×日数
□ 非常食　カンパン、缶詰、レトルト食品、栄養補助食品、菓子など　
□ 燃料　卓上コンロ、ガスボンベ、固形燃料など　
□ 情報機器　ラジオなど
□ 生活用品　使い捨てカイロ、トイレ袋など
□ その他、自分と家族で特に必要なもの

※雑誌やテレビなどで紹介されている防災グッズも要チェック！　※区のあっせん制度もあります。

a. 災害用伝言板サービス
　 各社携帯メニューから。パソコンからも確認OK
b. 災害用伝言ダイヤル（171） 携帯、公衆電話もOK
c. 災害用ブロードバンド伝言板（WEB171） 
　 https://www.web171.jp
d. 携帯電話のメール、ショートメール
e. SNS（ツイッター、フェイスブック等）
f.  公衆電話
g. 固定電話

区では防災に関する各種パンフレットを作成し、ご希望の方に配布しています。
★印のパンフレットは、港区のホームページでもご覧いただけます。
http://www.city.minato.tokyo.jp/

赤坂地区総合支所で入手できるパンフレット類

地震の基礎知識、非常持出品・備蓄品、地
震の際の行動マニュアル、家の中の安全対
策など、地震に関する総合パンフレット。

赤坂・青山地区の
一時集合場所や避
難所、広域避難場
所などを示したポ
ケットサイズの防災
マップ。

港区全域の避難所や広域避難
場所などを示した防災マップ。

高層住宅の多い港区の実情に
あわせた、マンションに特化し
た防災の手引き。

大震災に備えて、事務所が事
前に行うべき対策などを示し
たパンフレット。

防災に関するご相談・お問い合わせ
港区防災課　電話：3578-2111

区の各種助成制度
港区では、次の防災用品の支給、助成、あっせんを行っています。
●家具転倒防止器具（無償支給）　●防災用品（あっせん）
●緊急地震速報装置（設置費助成）

※複数の連絡手段を確認し記入しておきましょう。他にも、遠方の親戚、知人を経由した電話（国内、海外）などで安否確認を。

マンション住民つなぐ
緩やかなネットワークづくり
赤坂パインクレスト女性の会発起人

中野 義子 さん（赤坂パインクレスト管理組合 理事）
月に1度、同じマンションに住

む女性たちが、中野さん（写真左
から3番目）の部屋を訪ねます。
8月に行われた通称「女性の会」
には8人が集まり、家族の健康管
理や近隣の商店の情報などの身
近な話題について、時に持ち寄っ
たお菓子をつまみながら、思いを
語ったり、話に耳を傾けました。参加費は無料で、帰り際には参加者
全員分の名前、部屋番号、連絡先が記載されたリストを配布します。
「『こんにちは＋α』がモットー。縁側のような場所にしたいのです」
と中野さん。会が出来てからマンション内の挨拶が増えたと、参加者
は話します。
会の発足は昨年8月。100戸以上の住居の表札はほとんど出て

おらず、マンション内に誰が住んでいるのかも分からない中からのス
タートでした。中野さんは、共有スペースの掲示板に掲げた初回の開
催を告知する貼り紙に、こう綴りました。
「誰からも疎遠な暮らしを保ちたい人あり、孤独に不安を抱える人
あり、さまざまですが、何かの折には近隣が頼りになることを知るの
は心強いはずです。そのためには、日ごろから声を掛け合いやすい環
境を作っておくことは大切でしょう。そんなマンションコミュニティに
するために、女性たちが知恵と力を出し合ってみませんか？」
こうした気負わない、緩やかなネットワークづくりで、会にはさまざ

まな年代の女性が顔を見せるようになりました。東日本大震災後、マ
ンション内では安否確認の連絡を取り合い、買い占めで商品が手に
入りづらくなる状況下では「足りないものはない？」と水や食糧を分け
合う姿があったといいます。また、その後に開かれた会では、自宅で
の家具転倒防止策の工夫を紹介し合いました。
「自分自身を守るためにも、普段からマンション内の住民の方のこ
とを気にして、顔を合わせる機会づくりを」と中野さんは呼び掛けて
います。

もっともっと消防団と近くなって
災害に備える知恵を身につけましょう!

赤 坂 消 防 団
今回の東日本大震災では、多くの団員が団本部・分団本部への参
集の途上、オートバイや自転車で受持ち区域をまわり、火災発生の有
無などの情報収集活動を行いました。また、団員が中心となり、避難
所へ地域住民などを誘導しました。団員が町会役員などを兼任して
いる場合も多く、今回、その地域のつながりがうまく活かされた例が
あったと聞き、消防団をもっとよく
知っておくべきだと感じました。
地域の防災リーダーである消

防団のあまり知られていない豆知
識をまとめてみました。
【消防団　豆知識】
●東京23区の消防団数 : 58
●消防団の位置づけ : 消防署が常備の消防機関であるのに対し、平素
は生業（自営業やサラリーマンなど）を持っている住民が、火災・風水
害、震災時に消防団員となる消防活動を行う非常備の消防機関。

●消防団員の立場・待遇 : 消防団員は非常勤のため特別職の地方公務
員。消防団活動に対しては報酬などの処遇策が講じられる。

●入団資格 : 年齢18歳以上の健康な方であれば、男女問わず入団可能。
●赤坂消防団の概要 ： ●定数・組織／130人。団本部のほか3つの分団
（第1分団、第2分団、第3分団）から構成。 ●訓練／毎年実施され
る赤坂消防団や港区独自のポンプ操法大会のほか、4年に1度の東京
都消防操法大会に向けて訓練を実施。成績の基準は1規律、2スピー
ド、3元気よく取り組んでいるか、など。

齋藤 啓 さん（赤坂消防団長・団員歴46年）
消防団での学びは「知らない世界」のことであったり、「知っていて
得すること」もたくさんあり、規律順守、指揮系統の理解、ユニフォーム
を着用して団員として行動することが、特に非常時に役立ち、ほかで
は学べないことが学べる。「是非、赤坂消防団に入団してください！」

震度の話 「震度」は地震の揺れを数字で表したもので、震度計で測定された計測震度の
小数点第1位を四捨五入して1から7までの震度階（整数）を決定します。被害の
幅の広い震度5と6は2分割され、あわせて10段階が決められています。

特集

災害時帰宅支援ステーションは、コン
ビニエンスストア、ファミリーレストラ
ン、ガソリンスタンドなどにおいて、①
水道水の提供 ②トイレの使用 ③地
図等による道路情報、ラジオ等で知
り得た通行可能な道路に関する情
報の提供など、可能な範囲で協力し
ていただけることになっています。

災害時のココロのケアについて

和田秀樹先生（精神科医）
青山の国際医療福祉大学大学院で教鞭をとられて

いる和田秀樹先生に精神科医の立場から、防災と医
療に関わるお話を伺いました。
人は、災害などの惨事が起きたとき、突然、鬱になる

など具合が急変することはあまりありません。環境の変化で、不眠、栄養不
足、運動不足により神経伝達物質に異常をきたし、後々鬱になりやすくなる
ことはありますので、睡眠、タンパク質摂取、太陽に当たることが重要です。
被災していない人でも、贅沢はしてはいけないと思う人もいると思いま

す。これは軽いサバイバーズギルト（災害、事故、などに遭いながら奇跡の
生還を遂げた人が周りの人々が亡くなったのに自分が助かったことに対
して、しばしば感じる罪悪感）が生じているからです。
このように体は健康なのに、なんとなく不安感、調子が悪いなど、鬱の
ようなときは、薬を飲むことや、カウンセリングを受けることに抵抗感をな
くし、気軽に家庭医や、専門機関に相談に行くことも必要です。
防災に関して重要なことは、普段の生活の中にあります。日頃から近所

の方とコミュニケーションをとり、冷静な対応と、精神的に調子の悪い時
は迷わず、かかりつけ医や専門家を受診する。その為には地域社会の協
力が不可欠です。
希望者に我々の大学院生などがカウンセリングを実施しております。
●国際医療福祉大学大学院 青山心理相談室（電話03-6406-8624）

区の防災
担当に聞く!! 防災の心得

●帰宅困難者を出さないように、企業は社員
を留め置くことが原則。
●避難所受付の名簿記帳には「特技」欄があ
る。避難所では受身にならず、自分ができる
ことを探すという姿勢が大切。

ポイント

●普段からの交流が、緊急時の助け合いのネットワークになる。
●近隣に住んでいる「災害弱者」である高齢者（特に独居）や障害
者、外国人などを把握する。

ポイント

ポイント
●11月6日（日）港区総合防災訓練
　（於赤坂中学校）に行こう！
　地域の人たちや多くの消防団員が参
加します。訓練に参加し一人ひとりが
防災行動力を身につけましょう。
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人は揺れを感じない。

屋内にいる人の一部がわずかな揺れを
感じる。

屋外でも揺れを感じる。不安定な置物
が倒れる。

内にいるほとんどの人が揺れを感じる。
棚の食器が音を立てることがある。

屋内にいる人の多くが揺れを感じる。

家具の移動や棚の物の落下の可能
性。稀に水道管の被害発生。

タンスの移動や自動販売機の転倒の可能性。一部でガ
ス、水道の停止。

自分の意思で行動できない。大きな地
割れや地すべり、山崩れが発生する。

立っていられない。重い家具のほとんどが転倒。戸が外れ
て飛ぶ。広い地域でガス、水道停止。一部の地域で停電。

立っているのが困難。重い家具の多くが転倒。ドアが開
かなくなる。一部でガス、水道停止、停電。

東日本大震災
（港区）

東日本大震災
（宮城）

（気象庁震度階級関連解説表より作成）

防災役立ちミニ情報
非常持出品 非常備蓄品できるだけコンパクトに。そして定位置に。 飲料水、非常食は最低3日分。

定期的に
点検を!

使い方を
確認して
おきましょう！

災害時の連絡ガイド

※お住まいの地域の一
いっとき
時集合場所、避難所、広域避難場所などを、確認し記入しておきましょう。

★

一時集合場所

広域避難場所

避 難 所

二 次 避 難 所

あなたと家族の集合場所

いっとき

氏　　名 連　絡　先

赤坂地区防災ネットワーク・青山地区防災協議会

3.11

『大震災に備えて』

『港区 赤坂・青山地区防災マップ』

『事業者向け防災マニュアル』
『港区防災地図』

『マンション防災ハンドブック』

詳細は赤坂消防署まで　電話 03-3478-0119（担当：矢部）

詳細は赤坂地区総合支所まで
　電話 03-5413-7272知っておくと

便利！

●防災マップで避難所や家族の集合場所を確認。
●災害時に備え、食糧や水などを用意。

ポイント


